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図-16係留力の計算値と実験値の比較
以上の検討より，実海域を対象としたケーソン設置工事の施工計画において，係留時と位置決め
時の動揺把握および係留計画に対して有用な基礎資料となりうることが示された。
５．総括
振動する流体の流体力と構造物との共振現象を，各種構造物に対し理論解析および水理模型実験
より振動特性を把握し，共振回避および防止という観点から，設計段階のみならず施工計画時にお
いても基礎資料としての有用性を示すことができた。
学位論文審査結果の要旨
本論文については、各審査委員が参考論文等の関連資料の検討を含めた審査を行い、次いで平成１６年１
月３０日の口頭発表を踏まえた審査委員会を開催して慎重に審議した結果、以下のように判定した。
本論文は、振動流体と各種構造物との共振現象の解析を主眼にしている。まず、海中トンネルの波浪振動
について、非線型の梁の横振動方程式の理論解を新たに誘導し、入射波角の変化によるトンネルの榛み振動
の変化を解析している。次いで、小口径柱体の砕波振動について、水平床での進行波および斜面上の砕波に
よる鉛直円柱の振動を実測し、ハイパポリック波理論による計算値と比較して、進行波および衝撃砕波の場
合に、本数値解析が有効なことを実証している。さらに、微小間隙を有する浮体構造物について、入射波の
波長の変化に伴って間隙内の水位変動および波力に共振現象が生じる現象を見出し、その理論的解析に成功
している。地震時の貯抽タンクのスロッシング振動では、タンク内に設置した多孔質円筒により、タンクに
作用する共振流体力の低減が可能になることを理論解析している。最後に、実験室で計測したケーソンの３
方向の振動振幅および係留力の変化を数値解析結果と比較し、実海域への汎用プログラム利用の可能性を検
証している。
以上、本研究は、振動する外力が引き起こす可能性のある構造物の共振破壊の防止という点において、工
学上の有用な知見を得ていると認められる。よって本論文は博士.(工学）の学位に値するものと判断する。
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